
令和 6年度 (2024年度)C級公認審判員の目標

C級審判員は,公式試合 (ブロツク大会 レベル)への参加資格が与えられる。ブロツク大会は,各

都道府県の代表チームの対戦であり,ま た全国大会の予選会である場合がほとんどである。

そのような公式試合を担当するためには,競技規則に則つて試合を運営すること,お よび試合を運

営するための基本となる技術を十分理解し,実践することが求められる。

また,競技規則の理解においては,競技規則試験において 8割以上の正答率 (B 級審判員認定に搭

妥)が求められる。

以下に C級審判員が十分理解 し,実践すべき事項について記載する。

<大 会 へ の 参 加 >

I)審判会議,代表者会議に出席 し,そ の大会における申し合わせ事項などの共通誤識を図る。

出席にあたっては,ブレザー・ネクタイを着用する (本協会制定のものを推奨する)。

2)大 会審判員としての自覚を持つこと。所属都道府県の痣援をしたり,他のレフェリーの

批判をしたりするのは慎む。観衆,チ ーム関係者に見られていることを忘れない。

<試 合 開 始 時 >

3)ト スには指定された時間に両レフェリー・TOが立ち会う。メンバー表,登録証の確語を

確実に行う。また,試合開始直前に公式記録用紙に正しく記載されているかどうかを確誤

4)

する。

ユニホームの確言忍を TOと 共にする。判別 し難いものは着用させない。 チーム役員の服

装についても助言する。レフェリーウエアも判別し難い色は着用しない。

ウォーミングアツプを選手と共にペアで行う。

ゴール,コ ー トやボールの点検を行う。

ォフィシャル席 と業務の確繋を行うこと (得点,罰則,時間の管理について)。

<試 合 開 始 時 >

8)メ ンバーチエツクを登録証とともに確諷する。

7)選 手入場・挨拶の後,両チーム役員やオフイシヤルと挨拶をする。

狙

5)

6)

7)



<試合 中 >

O得 点の管理 ,時間の管理

10)得点の管理は,掲示板が正しく表記されているかどうか得点のたびに厳密に行う。着地

シュー ト等紛 らわしい場合,得点が誤って追カロされていないか確誤する。

また,時間の管理は試合開始時,ダ イムアウト時,再開時にどちらか一方のレフェリー

が公示時計を雖ず目視し動作確認をする。

O走 法 と位 置取 り

II)CRと GRの基本的な立ち位置や動きを意識する。

CRは判定の後にポイントに素早く移動する。

GRへの移動時,バ ツクステップ走法は動きが遅く,非常に危険を伴うため用いない。

,2)7mス ローの際,コ ー トレフェリーはスローするプレーヤーの利き腕側に立ち,素早く

移動 し,シ ュー トの軌道とGKの動きが工 しく観察出来る位置をとる。

O判 定 の手 順 ,ジ エスチ ャー

13)判 定の手順を守る。

① 笛  ② 方向指示 〔再開方法〕  ③ (捲妥にAじ )ジエスチヤ~

競技規則に記載されているジエスチヤーを用いる。

O立 ち居撮 る舞 い

14)2人 のレフェリーは,同 じ種類の笛を使用する。長い時間,笛を口に入れたままになら

ないよう気を付ける。笛を口に入れたままで,プ レーを観察することがないように。

O役 割 分担

15)ゴ ールニリアライン際の判定は, ゴールレフェリーが半」定する。

16)ピ ボッ トプレーヤーの観察は, コー トレフェリー,ゴールレフェリーで連携する。

O競 技規 則の工 しい運 用

17)警 告,還場を判定した際は,その理由をボディーランゲージで大きく示す。

18)指 し違えたときは,雖ずタイムアウトを取り2人で協議する。

<試 合 終 了 後 >

19)試 合終了の挨拶 (両 チーム役員・オフイシヤル)を して,公式記録用紙に二しく記載さ

れているのを確諷後サインする。

20)大 会審判長や他のレフェリーに助言を求める。審判手帳に記載する。

審判長に捺印をお願いする。
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<C級 公認審判員チエツクリスト>

◆大会へのみ加

○ 審判会議、代表者会議に参加し、申し合わせ事項等の共通理解を図る

○ 大会審判員としての自覚を持つこと。常に見られていることを忘れないこと

◆試合前

3)両 レフェリー、TDが立ち合いのもとトスを実施

) 表、登録証、(試合開始前 ) 公式 録 用紙の確認ン の 言己メ3

たデザ ンがはつユニホ と ム善 ム レ ) ウ ア チー )フチ 士同し ものりム イ4 (の確認 濃淡)

)
七 tコ レ と して なヽ カ )ム の ト ヤ 重複プのウ ア 確認の オロ( 手チー4 ム役員チー

5)ウォーミングアツプは、選手と共にペアで行う

6)ゴールやゴールネット、ボールの点検 (事前に)

)
の連携 (業務 の確記、得 点 言J の管理 てヽ)に つ 七貝」 間日寺フ ル と7 オ イシャ

◆試合開始前

8)メ ンバーチエツクを登録証とともに行う

) 挨拶 挨拶ルや イオ フ ヤシ と両の後、 チ ム役 員C7 手選 入 場

◆演合中

O) 来 ( に確認 )た tして るかびのの は t るか 点得て
I
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0) 時計の動作確認 試合開始時、 )によ
tムイ ウア 再卜時 開 時iワどち( かち が 、

I 視目 る公 示

11)基 本的な立ち位置や動きを意識しているか

II) コートレフェリー時 :判 定の後に素早くポイントに移動しているか

)
への移動時 テップを 移動 てし t るカヾ なと くス し るクヽ

ッ 用ゴ ルt フレ )|
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tつて るかの の手順定 をスゼ應 チャ3I 方 不向指

13)工 しいゼスチヤ~を用いているか

14)ペアで同じ種類の笛を使用しているか

14)笛 を口にくわえたまま、プレーを観察していないか

役割分担

)
ン際の てし ヽ カるは ゴ ノ レレ フ ) お 定半ヾ」ゴ リレエ フア イ 定半」5I )

)
ピボ プ 防イ卸 防 観察できペ tて おるヽを アで連携しと プ レ の攻ヤ ーレー6| トヽ
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15)、 16)について、通信機器を有効に活用できているか

しと

)
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大 不くボを ア イフ 用
I を るす そ際、 由の理7 警告や退場 定

18)差し違えた場合、Xず①タイムアウト②ペアで協議 をしているか

◆試合終了後

19)両 チーム役員やオフイシャルと挨拶

19)公式記録用紙に正しく記入されているか確誤後、サイン

20)大会審判長や他のレフェリーヘ助宮を求める

20)審判手中長に担当試合を記載し、審判長に捺印をお願いする
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コメント:反省点・次回への課題 など

所 属 氏 名


